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５ その他  

５-１ 河川図・一覧表 

尾張国分寺跡周辺は、蛇行して流れる三宅川に沿う平地である。 
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５-２ 植生図 

市域の植生分類は、市が標高の低い平地に展開しているため、緑の多い住宅地、市街地、

水田雑草群落、畑雑草群落、果樹園が優先している。市街地には、残存・植栽樹群をもっ

た公園、墓地等があり、木曽川左岸にはムクノキ－エノキ群落やクロマツ植林の高木が一

部所在している。また、木曽川の草本類は、ヨシクラス、オギ群集やメダケ群落が展開し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：環境省による第７回調査自然環境保全基礎調査植生調査（2000 年・2008 年） 
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５-３ 都市公園の分布図・一覧表 

全国でも珍しい河畔砂丘が残存する木曽川河畔の「サリオパーク祖父江」をはじめ、地

区公園が２か所（稲沢公園・平和中央公園）、近隣公園が２か所（奥田公園・込野農村広場）、

街区公園が 47 か所開設され、都市公園の合計開設面積は 63.95ha となっている。 
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５-４ 都市計画図（平成 25 年３月） 

尾張国分寺跡は、市街化調整区域に指定され、市街化が抑制されている。市街化調整区域内では、原則として農林漁業用の建築物や一定規模以上の計画的開発などを除き開発許可されないが、市長の

許可を受けることによって建築できるもの、許可を要しないものがある。 
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５-５ 農業振興地域整備計画の土地利用計画図（平成 21 年７月）  

尾張国分寺跡は、農業振興地域の整備に関する法律により農用地区域に指定されており、農地から宅地等への転用は認められず、転用を伴う整備には農業振興地域整備計画を変更し、農用地区域から

除外の手続が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


